
昨
年
月
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
採
択

生
物
多
様
性
／
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０

Ｃ
Ｏ
Ｐ

最
終
日
の
閉
幕
の
瞬
間

　
２
０
１
０
年

月
に
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
第

回
締
約
国
会

議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
遺
伝
資
源
の
利
用
と
利
益
配
分
に
関
す
る
「
名
古
屋
議
定

書
」
と
、
生
態
系
保
全
の
新
た
な
世
界
目
標
「
愛
知
目
標
」
が
無
事
採
択
さ
れ
た
。

議
長
国
と
し
て
会
議
を
成
功
に
導
い
た
日
本
だ
が
、
手
腕
を
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か

ら
。

年
に
イ
ン
ド
で
開
か
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ

や
そ
の
先
も
見
据
え
、
名
古
屋
の
盛
り

上
が
り
を
一
瞬
の
「
打
ち
上
げ
花
火
」
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
生
物
多
様
性
保

全
に
向
け
た
行
動
を
国
内
外
に
呼
び
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ＣＯＰ で発言する各国代表

愛知目標で設定した個別目標 抜粋

●遅くとも 年までに 政府 ビジネスおよびあらゆる
レベルの関係者が 持続可能な生産 消費のための計画
を達成するための行動を行い またはそのための計画
を実施しており また自然資源の利用の影響を生態学
的限界の十分安全な範囲内に抑える

● 年までに森林を含む自然生息地の損失速度が少な
くとも半減 可能な場合にはゼロに近づき それらの生
息地の劣化と分断が顕著に減少する

● 年までに農業 養殖業 林業が行われる地域が生物
多様性の保全を確保するよう持続的に管理される

● 年までに少なくとも陸域および内陸水域の ％
沿岸域 海域の ％を保護地域に

● 年までに名古屋議定書が国内法制度に従って施行
され 運用される

議長国の大役これからも名古屋議定書愛知目標
遺
伝
資
源
利
益
配
分
で
妥
協

保
全
策
で
持
続
可
能
な
社
会
を

生態系の経済価値政策に積極反映
国
内
外
に
行
動
呼
び
か
けア

ジ
ア
の
活
動
促
進
に
貢
献

全
世
界
の
損
失
年
間
４
兆
５
０
０
０
億
�

科
学
的
知
見
収
集
へ
枠
組
み

年
ま
で
の
中
長
期
目
標

遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
の
被
害
救
済

　　 ２０１１年 平成２３年 ２月２８日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
最
後
ま
で
難

航
し
た
の
は
、
植
物
や
微
生

物
な
ど
に
含
ま
れ
医
薬
品
な

ど
の
原
料
と
な
る
遺
伝
資
源

の
利
用
と
、
そ
の
利
益
の
公

平
な
配
分
に
関
す
る
議
論
だ

っ
た
。
熱
帯
雨
林
な
ど
豊
富

な
自
然
を
持
つ
途
上
国
は
、

先
進
国
の
企
業
が
遺
伝
資
源

を
利
用
し
て
薬
品
な
ど
を
発

売
し
た
際
の
利
益
を
資
源
提

供
国
に
も
配
分
す
る
よ
う
要

望
。
一
方
、
先
進
国
側
は
厳

格
な
利
益
配
分
ル
ー
ル
を
定

め
る
と
商
品
開
発
が
阻
害
さ

れ
る
と
し
て
こ
れ
に
抵
抗
、

交
渉
は
ず
っ
と
平
行
線
を
た

ど
っ
て
き
た
。

　
昨
年
の
名
古
屋
で
の
会
議

で
も
利
益
配
分
を
確
保
す
る

た
め
に
議
定
書
の
対
象
範
囲

を
で
き
る
だ
け
広
げ
た
い
途

上
国
と
、
規
制
に
慎
重
な
先

進
国
の
意
見
が
激
し
く
対

立
。
最
終
局
面
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ

議
長
の
松
本
龍
環
境
相
が
妥

協
案
を
提
示
、
何
と
か
合
意

に
至
っ
た
。

　
名
古
屋
議
定
書
は
遺
伝
資

源
や
先
住
民
族
の
伝
統
的
知

識
の
利
用
に
よ
っ
て
生
じ
る

利
益
は
、
契
約
に
基
づ
き
公

平
に
配
分
す
る
と
規
定
。
利

用
目
的
で
遺
伝
資
源
に
ア
ク

セ
ス
す
る
際
は
資
源
提
供
国

の
事
前
同
意
が
必
要
と
明
記

し
た
。
一
方
、
学
術
研
究
目

的
で
の
利
用
を
過
度
に
阻
害

し
な
い
こ
と
や
、
緊
急
対
応

と
し
て
病
原
体
へ
の
迅
速
な

ア
ク
セ
ス
の
必
要
性
な
ど

「
特
例
」
も
盛
り
込
ん
だ
。

議
定
書
の
各
締
約
国
は
資
源

の
利
用
状
況
を
監
視
す
る
た

め
の
機
関

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト

を
１
カ
所
以
上
設
置

す
る
。

　

年
２
月
２
日
か
ら
米
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で

同
議
定
書
の
署
名
手
続
き
が

始
ま
っ
た
。

カ
国
が
批
准

し
た

日
後
に
発
効
す
る
。

　
愛
知
目
標
は

年
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
６
で
決
ま
っ
た
「
生
物
多

様
性
の
損
失
速
度
を
２
０
１

０
年
ま
で
に
顕
著
に
減
少
さ

せ
る
」
と
の
通
称
２
０
１
０

年
目
標
を
引
き
継
ぐ
も
の
と

し
て
採
択
さ
れ
た
。
２
０
１

０
年
目
標
は
内
容
が
あ
い
ま

い
で
具
体
的
な
達
成
手
法
も

示
し
て
お
ら
ず
、
生
物
多
様

性
条
約
事
務
局
は

年
５
月

に
発
表
し
た
報
告
書
で
同
目

標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
と

結
論
づ
け
た
。
そ
の
た
め
新

た
な
目
標
は
、
よ
り
具
体
的

で
評
価
可
能
な
も
の
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。

　
名
古
屋
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

に
向

け
た
国
際
交
渉
で
は

年
ま

で
の
短
期
目
標
を
め
ぐ
り
意

見
が
割
れ
た
。
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

は
「

年
ま
で
に

生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め

る
」
と
の
野
心
的
な
目
標
を

主
張
。
途
上
国
は
経
済
発
展

が
阻
害
さ
れ
る
と
し
て
Ｅ
Ｕ

案
に
反
発
し
、
実
現
可
能
な

目
標
を
求
め
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
双
方
の
妥
協
が
図
ら
れ

「
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止

め
る
た
め
に
効
果
的
か
つ
緊

急
な
行
動
を
実
施
す
る
」
と

の
表
現
で
決
着
し
た
。

　
愛
知
目
標
は

年
ま
で
の

中
長
期
目
標
も
設
定
し
、
自

然
と
共
生
す
る
世
界
の
実
現

を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ

た
。
こ
れ
ら
短
期
と
中
長
期

の
大
枠
の
目
標
と
と
も
に
、

の
個
別
具
体
的
な
目
標
も

規
定
。
「

年
ま
で
に
森
林

を
含
む
自
然
生
息
地
の
損
失

速
度
を
少
な
く
と
も
半
減
さ

せ
る
」
「

年
ま
で
に
陸
域

の

％
、
海
域
の

％
を
保

護
地
域
と
す
る
」
こ
と
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
前
半
に
開
か

れ
た
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
第

５
回
締
約
国
会
議

Ｍ
Ｏ
Ｐ

５

は
、
遺
伝
子
組
み
換
え

生
物

Ｌ
Ｍ
Ｏ

の
輸
入
で

在
来
の
生
態
系
に
被
害
が
生

じ
た
場
合
の
補
償
の
あ
り
方

を
定
め
た
「
名
古
屋
・
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
補
足
議
定

書
」
を
採
択
し
た
。
後
の
Ａ

Ｂ
Ｓ
議
定
書
や
愛
知
目
標
の

議
論
に
弾
み
を
付
け
る
意
味

で
も
、
同
補
足
議
定
書
の
採

択
は
大
き
か
っ
た
。

　
補
足
議
定
書
は
輸
入
国
の

権
利
と
し
て
Ｌ
Ｍ
Ｏ
の
生
産

者
や
輸
出
入
業
者
、
輸
送
業

者
な
ど
の
中
か
ら
被
害
の
原

因
事
業
者
を
特
定
し
、
原
状

回
復
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
た
。
原
因
事
業
者
が

補
償
に
応
じ
な
い
場
合
は
輸

入
国
政
府
が
代
執
行
す
る
。

被
害
発
生
に
備
え
て
輸
入
国

は
国
内
法
を
定
め
、
事
業
者

に
補
償
用
の
基
金
創
設
な
ど

を
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

　
補
足
議
定
書
を
め
ぐ
る
国

際
交
渉
で
は
、
ア
フ
リ
カ
諸

国
な
ど
の
Ｌ
Ｍ
Ｏ
輸
入
国
が

厳
格
な
補
償
ル
ー
ル
を
求
め

た
の
に
対
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
の
Ｌ
Ｍ
Ｏ
生
産
・
輸
出
国

は
バ
イ
オ
産
業
の
発
展
を
阻

害
す
る
と
し
て
反
発
。
対
立

点
の
一
つ
が
補
足
議
定
書
の

対
象
範
囲
で
、
輸
入
国
側
は

Ｌ
Ｍ
Ｏ
を
使
っ
た
加
工
品
も

規
制
対
象
と
す
る
よ
う
主
張

し
た
が
、
最
終
的
に
規
制
対

象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
交
渉
の
開
始
地
と
採
択
地

の
２
カ
所
の
地
名
が
入
っ
た

補
足
議
定
書
は
、

カ
国
が

批
准
し
た

日
後
に
発
効
す

る
。

　
生
物
多
様
性
は
食
物
や

水
、
産
業
の
原
材
料
と
な
る

木
材
や
繊
維
な
ど
の
「
自
然

の
恵
み
」
を
生
み
出
す
基
盤

と
な
る
。
国
連
環
境
計
画

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

主
導
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
生
態
系
と

生
物
多
様
性
の
経
済
学

Ｔ

Ｅ
Ｅ
Ｂ

」
は
、
普
段
意
識

せ
ず
に
活
用
し
て
い
る
自
然

の
恵
み
の
経
済
価
値
の
評
価

を
実
施
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

期
間
中

に
最
終
報
告
書
を
発
表
し

た
。

　
報
告
書
で
は
生
態
系
の
保

全
策
を
何
も
講
じ
な
い
場

合
、
自
然
の
恵
み
の
損
失
が

全
世
界
で
最
大
年
間
４
兆
５

０
０
０
億

に
膨
ら
む
と
試

算
。
し
か
し
対
策
に
年
間
４

５
０
億

を
投
じ
れ
ば
長
期

的
に
年
間
５
兆

の
利
益
を

得
ら
れ
る
と
も
指
摘
し
た
。

　
同
報
告
を
踏
ま
え
、
世
界

銀
行
は
途
上
国
の
開
発
政
策

に
生
態
系
の
経
済
価
値
を
反

映
す
る
事
業
を
始
め
る
。
環

境
に
配
慮
し
社
会
を
持
続
可

能
な
も
の
に
す
る
の
が
狙

い
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
や
イ
ン
ド

な
ど
６
―

カ
国
で
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
を
行
い
、
世
界
各

国
で
応
用
で
き
る
経
済
価
値

評
価
の
指
針
策
定
を
目
指

す
。

　
国
連
は

年

月

日
の

総
会
で
生
物
多
様
性
保
全
に

関
す
る
二
つ
の
決
議
を
採
択

し
た
。
一
つ
は
生
物
多
様
性

に
関
す
る
科
学
的
知
見
を
集

め
政
策
に
反
映
す
る
た
め
の

枠
組
み
「
生
物
多
様
性
と
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
政

府
間
科
学
政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム

Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ

」

の
設
置
準
備
に
関
す
る
決

議
、
も
う
一
つ
は

―

年

の

年
間
を
「
国
連
生
物
多

様
性
の

年
」
と
す
る
決
議

だ
。
松
本
龍
環
境
相
は
同

日
の
閣
議
後
会
見
で
「
ど
ち

ら
の
決
議
も
愛
知
目
標
の
達

成
に
と
っ
て
重
要
」
と
強
調

し
た
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
は
温
暖
化
対

策
分
野
に
お
け
る
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

」
の
生
物
多

様
性
版
と
言
え
る
組
織
。
同

決
議
は
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
の
体
制

を
検
討
す
る
た
め
の
総
会
開

催
を
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
に
要
請
し

た
。
環
境
省
の
渡
邉
綱
男
自

然
環
境
局
長
は
「
地
域
ご
と

に
情
報
を
整
理
し
、
政
策
判

断
に
生
か
せ
る
よ
う
に
提
示

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
日

本
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

活
動
促
進
に
向
け
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　
国
連
生
物
多
様
性
の

年

の
決
議
で
は
、
国
際
社
会
が

連
携
し
て
生
物
多
様
性
保
全

に
取
り
組
む
姿
勢
が
あ
ら
た

め
て
示
さ
れ
た
。
同
決
議
は

日
本
の
市
民
組
織
で
あ
る
生

物
多
様
性
条
約
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
国
際
自
然
保
護
連

合

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

日
本
委
員

会
の
提
案
を
受
け
、
日
本
政

府
が
国
連
に
提
案
し
て
い
た

も
の
。

　
日
本
は
今
後
の
活
動
で
、

生
物
多
様
性
条
約
を
批
准
し

て
い
な
い
米
国
に
も
協
力
・

連
携
を
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
考
え
だ
。


